
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

五

一

号

オ
バ
マ
米
大
統
領
の
被
爆
地
訪
問
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

秋

葉

賢

也
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オ
バ
マ
米
大
統
領
の
被
爆
地
訪
問
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
一
年
十
一
月
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
が
就
任
後
初
め
て
来
日
し
、
同
大
統
領
と
鳩
山
由
紀
夫
総
理
（
当
時
）
は
「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
に
向
け
た
日
米
共
同
声
明
を
発
出
し
た
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
同
大
統
領
の
被
爆
地
訪
問
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
は
当
該
訪
問
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
同
大
統
領
は
、
同
月
十
三
日
の
日
米
首
脳
共
同
記
者
会

見
に
お
い
て
、
将
来
、
被
爆
地
で
あ
る
広
島
及
び
長
崎
を
訪
問
す
る
こ
と
は
当
然
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
非
常
に
意
義

深
い
こ
と
だ
と
思
う
と
言
及
し
た
が
、
実
際
に
は
、
未
だ
同
大
統
領
の
被
爆
地
訪
問
は
実
現
し
て
い
な
い
。

最
近
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
同
大
統
領
の
就
任
後
初
の
来
日
に
あ
た
り
、
藪
中
三
十
二
外
務
事
務
次
官
（
当
時
）
が
同
大
統
領

の
広
島
訪
問
を
「
時
期
尚
早
」
で
あ
る
旨
、
米
国
側
に
伝
え
て
い
た
と
さ
れ
る
。
右
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
第
百
七
十
一
回
国
会
に
参
議
院
議
員
藤
末
健
三
君
が
提
出
し
た
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
参
質
一

七
一
第
一
〇
五
号
）
に
お
い
て
、
「
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
我
が
国
と
し
て
は
、
原
爆
の
悲
惨
さ
や
、
核
の
惨
禍
を
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
と
の
強
い
願
い
を
、
各
国
指
導
者
を
始
め
と
す
る
諸
外
国
の
国
民
に
伝
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
（
中
略
）
国
連
軍
縮
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
計
画
の
下
、
昭
和
五
十
八
年
以
降
平
成
二
十
年
ま
で
の
間
に
六
百
五
十

人
を
超
え
る
各
国
の
外
交
官
等
が
広
島
及
び
長
崎
を
訪
問
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
歴
代
の
米
大
統
領
の
被
爆
地

一



訪
問
は
未
だ
に
実
現
し
て
い
な
い
。
政
府
と
し
て
は
、
米
国
の
大
統
領
の
被
爆
地
訪
問
に
関
し
て
如
何
な
る
見
解
を
有
し
て

い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

平
成
二
十
二
年
三
月
十
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
に
お
い
て
、
岡
田
克
也
外
務
大
臣
（
当
時
）
は
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
の

広
島
訪
問
に
関
し
て
「
日
本
の
中
に
幅
広
く
そ
う
い
う
希
望
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
側
に
伝
わ
る
よ
う

に
伝
え
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
右
に
関
連
し
て
次
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

具
体
的
に
い
つ
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
米
国
側
に
伝
え
て
い
た
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

同
大
統
領
の
就
任
後
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
政
府
は
同
大
統
領
の
被
爆
地
訪
問
が
実
現
す
る
よ
う
米
国
側
に
何
ら
か

の
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
た
か
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

同
大
統
領
の
就
任
後
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
米
国
側
か
ら
同
大
統
領
の
被
爆
地
訪
問
に
関
し
て
何
ら
か
の
打
診
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

オ
バ
マ
米
大
統
領
の
就
任
後
初
の
来
日
に
先
立
ち
、
藪
中
三
十
二
外
務
事
務
次
官
（
当
時
）
が
ル
ー
ス
駐
日
米
大
使
に
対

し
、
同
大
統
領
が
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
原
爆
投
下
を
謝
罪
す
る
た
め
に
被
爆
地
の
広
島
を
訪
問
す
る
こ
と
に
否
定
的
な
姿

勢
を
示
し
た
上
で
、
謝
罪
を
目
的
と
し
な
い
訪
問
自
体
も
「
時
期
尚
早
」
と
の
考
え
を
伝
え
て
い
た
旨
の
報
道
が
な
さ
れ
て

二



い
る
。
同
大
統
領
の
就
任
後
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
同
大
統
領
の
被
爆
地
訪
問
に
関
し
て
政
府
が
米
国
側
に
同
地
訪
問
を

控
え
る
よ
う
何
ら
か
の
働
き
か
け
を
行
っ
た
事
実
は
あ
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


